
インドとの二国間クレジット制度（JCM）について

JCMは、日本の企業や政府が技術や資金の面で協力して対策を実行し、得られる温室効果ガス
（GHG）削減・吸収量を、パリ協定に沿ってクレジット化して移転する仕組み。
両国のGHG排出削減・吸収の実現、NDC（国が決定する貢献）の達成、パートナー国の持続可
能な発展に貢献するとともに、日本企業の海外ビジネス・投資を促進する。

温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量

ク
レ
ジ
ッ
ト

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

対策
実施

排
出
削
減
・
吸
収
の
総
量

国全体／企業の
目標達成に貢献

国全体／企業の
目標達成に活用

JCMによるクレジット発行移転の構造

配分
移転

インド

日本

インドにおいてJCM化が期待される事業分野

グリーンアンモニアグリーン水素圧縮バイオガス

高性能省エネ技術廃棄物発電CCS・CCUS※

JCMクレジットの創出

（例）インドにおける圧縮バイオガス案件スキーム
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